
御
大
典
跡

拝
観

御
即
位
腿

奉
祀
式

御
容
態
天

機
奉
伺

敬
悼
式
と

遥
拝
式

に
登
り
其
旨
を
述
べ
、
絶
っ
て
職
員
前
列
の
中
央
よ
り
約
三
尺
前
に
着
席
す
る
。
や
が
て
幹
事
の
宜
一
一
一
一
回
に
依
り
、
墨
校
長
御
眞
影

を
開
扉
・
こ
の
間
職
員
生
徒
は
、
篭
操
教
官
の
號
令
の
下
県
最
敬
禮
を
爲
す
。
か
く
て
教
授
の
一
名
、
楽
器
を
奏
し
始
め
、
第
一

向
を
絶
る
と
共
に
、
職
員
生
徒
一
同
、
｜
一
同
齊
唱
。
次
で
、
幹
事
の
職
員
拝
賀
と
宣
言
す
る
を
待
ち
、
墨
校
長
に
依
っ
て
、
一
同
猿

敬
禮
・
拝
賀
経
れ
ば
、
高
等
官
及
び
之
に
準
ず
る
者
の
前
列
は
右
側
に
、
後
列
は
左
側
に
、
各
二
列
に
整
列
し
、
判
任
官
及
び
之
に

準
ず
る
者
は
、
中
央
よ
り
分
れ
、
右
半
は
右
側
職
員
の
後
に
、
左
半
は
左
側
職
員
の
後
に
鑿
列
。
生
徒
は
艘
操
教
官
の
號
令
を
以

て
最
敬
禮
を
行
ふ
。
後
、
學
校
長
の
勅
語
奉
讃
、
竝
に
訓
話
了
ろ
や
、
｜
一
一
た
び
壇
上
に
昇
り
て
、
「
天
皇
陛
下
萬
歳
」
と
唱
へ
、

職
員
生
徒
一
同
「
萬
歳
」
と
和
し
、
學
校
長
の
「
萬
歳
」
に
和
し
て
、
一
同
「
萬
歳
月
再
び
學
校
長
の
「
萬
歳
」
に
和
し
て
一
同

「
萬
歳
」
、
此
を
以
て
式
を
了
っ
た
の
で
あ
る
。

御
大
典
跡
拝
観
修
學
旅
行

大
正
四
年
庶
務
課
日
記
に
は
、
次
の
如
く
書
い
て
あ
る
。

大
正
天
皇
御
即
位
艫
奉
祇
式
は
、
大
正
四
年
十
一
月
十
日
午
後
二
時
よ
り
、
雨
天
龍
操
場
に
於
て
、
い
と
厳
か
に
執
行
は
れ
た
・

生
徒
の
着
席
了
る
や
、
職
員
判
任
官
及
び
之
に
準
す
る
者
は
、
生
徒
の
前
列
よ
り
約
一
一
一
尺
前
に
一
列
に
、
高
等
官
及
び
之
に
準
ず
る

者
は
、
判
任
官
の
列
よ
り
約
一
一
一
尺
前
に
一
一
列
に
整
列
し
て
、
開
式
を
待
つ
。
既
に
し
て
幹
事
開
式
を
宣
す
る
や
、
吉
岡
校
長
、
壇
上

京
都
へ
修
學
旅
行
一
行
本
朝
未
明
出
發
セ
ラ
ル
文
部
省
へ
本
學
年
一
覧
進
達
ヲ
ナ
セ
リ

又
、
同
課
の
命
令
簿
に
は
、
小
島
・
本
田
・
村
上
・
宮
野
・
小
松
・
西
澤
の
各
教
授
、
松
尾
・
池
田
二
講
師
、
柿
田
校
馨
、
小
陳
。
山

田
・
伊
東
一
一
一
書
記
、
及
び
政
木
雇
に
對
し
て
、
同
年
十
一
月
一
一
十
四
日
付
を
以
て
、
「
生
徒
修
學
旋
行
二
付
京
都
へ
出
張
ヲ
命
ズ
」
と

記
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
旋
行
の
概
況
に
關
し
て
は
、
龍
南
會
雑
誌
に
も
寸
言
な
く
、
已
む
を
得
ず
同
行
の
教
授
並
に
中
野
現
小
使

取
締
な
ど
の
記
憶
に
依
る
外
な
い
が
、
へ
丁
そ
の
話
に
從
へ
は
、
参
加
生
徒
七
百
数
十
名
は
、
一
一
十
日
夜
半
、
特
別
列
車
を
以
て
途
に
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昭
憲
皇
太
后
陛
下
御
大
葬
遥
拝
式

大
正
三
年
四
月
九
日
、
皇
太
后
陛
下
御
容
態
御
不
良
に
就
い
て
は
、
直
に
吉
岡
校
長
の
名
を
以
て
天
機
を
奉
伺
し
、
同
月
十
一

日
午
前
一
一
時
十
分
、
遂
に
崩
御
あ
ら
せ
ら
れ
た
の
で
、
同
日
午
後
一
時
一
一
十
分
よ
り
、
雨
天
艦
操
場
に
於
て
敬
悼
式
を
墨
行
し
、
五

月
一
千
四
日
の
御
大
葬
遥
拝
式
は
、
午
後
八
時
よ
り
、
先
帝
陛
下
と
略
同
様
の
形
式
を
以
て
、
極
め
て
巌
輔
に
執
行
せ
ら
れ
た
。

而
し
て
大
正
六
年
四
月
十
一
日
に
は
、
午
前
十
時
よ
り
、
雨
天
鰐
操
場
に
於
て
、
昭
憲
皇
太
后
式
年
祭
遥
拝
式
も
暴
行
さ
れ
た
。

右
表
中
、
本
校
分
の
百
二
十
八
面

十
三
日
付
、
瀬
戸
校
長
宛
銀
行
皿

鐘
を
、
別
途
に
献
金
し
て
ゐ
る
。

大
正
四
年
庶
務
課
日
記
に
は
、

十
二
月
一
一
十
日
（
月
曜
）
曇

第
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本
校
分
の
百
一
一
十
八
圓
は
、
職
員
五
十
四
人
分
四
十
一
一
一
圓
、
生
徒
八
百
五
十
人
分
八
十
五
圓
で
、
去
る
大
正
四
年
十
月
一
一

、
瀬
戸
校
長
宛
銀
行
小
切
手
を
以
て
送
付
し
た
。
尚
又
、
明
治
榊
宮
奉
賛
會
宛
に
は
、
職
員
よ
り
、
百
四
十
六
園
一
一
一
十
一
一

八

第
八
節
御
即
位
禮
奉
祝
式
、
御
大
典
式
場
跡
拜
觀
修
學
旅
行
竝
に
立
太
子
禮
奉
祝
式

九
一
、
三
五

八
七
七
、
三
一

二
、
五
五

二
三
、
八
九

九
三
、
九
○

九
○
一
、
二
○

九
三
、
九
○
同

九
○
一
、
二
○
同

八

○



立
太
子
鰹

奉
祀
瀞

立
太
子
鵡

奉
覗
式

，
Ｉ
１
，
１
，
，
’
１
．
Ｉ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
‐
Ｉ
‐
Ｉ
，
１
，
１
１
’
１
１
１
１
１
１
１

１
１
１
１
１
１
「
１
１
１
１
１

奉
覗
提
灯

行
列
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就
き
、
着
京
後
直
に
御
所
拝
観
、
翌
Ｈ
よ
り
は
自
由
行
動
を
許
し
、
同
夜
離
洛
、
歸
校
の
途
に
就
い
た
と
云
ふ
。
而
し
て
族
行
本
部

は
、
京
都
市
一
一
一
條
小
橋
旭
放
館
と
聞
い
て
ゐ
る
。

立
太
子
禮
奉
覗
式

立
太
子
禮
奉
祀
式
は
、
大
正
五
年
十
一
月
三
日
午
前
九
時
十
五
分
よ
り
、
雨
天
禮
操
場
に
於
て
學
行
せ
ら
れ
た
。
即
ち
、
此
日
定

刻
、
職
員
生
徒
一
同
着
席
を
待
ち
て
開
式
。
御
眞
影
開
扉
、
一
同
最
敬
禮
、
國
歌
合
唱
一
一
回
、
職
員
拝
賀
、
生
徒
拝
賀
、
教
育
勅

語
奉
読
、
學
校
長
奉
覗
瀞
、
天
皇
陛
下
萬
歳
奉
唱
、
御
眞
影
閉
扉
、
一
同
最
敬
禮
の
後
閉
式
。

奉
訳
僻

第
五
高
等
墨
校
長
正
五
位
動
五
等
吉
岡
螂
甫

か
く
て
立
太
子
禮
奉
祀
と
し
て
、
職
員
生
徒
一
同
。
鵠
操
場
に
集
合
、
午
後
五
時
四
十
分
出
發
、
提
灯
行
列
を
催
し
た
の
で
あ

る
。 皇
耐
天
穗
ヲ
立
テ
國
基
ヲ
簾
メ
タ
マ
ヒ
テ
絃
一
一
一
一
一
千
載
聖
子
肺
孫
億
萬
年
二
繼
承
シ
テ
天
壌
卜
窮
マ
リ
ナ
ク
今
ャ
國
憲
二
率
上

皇
範
二
由
リ
テ
斯
ノ
守
器
ノ
重
キ
ヲ
願
ミ
愛
二
承
華
ノ
位
ヲ
明
一
一
シ
グ
マ
フ
仰
ゲ
バ
日
ハ
光
ヲ
重
ネ
月
ハ
輪
ヲ
重
ネ
星
ハ
輝
キ
ヲ

重
ヌ
普
天
率
土
一
人
ト
シ
テ
歓
芥
踏
舞
セ
ザ
ル
モ
ノ
ア
ラ
ム
ャ

伏
シ
テ
惟
ル
ー
一
皇
太
子
殿
下
英
姿
古
二
超
エ
嘉
聲
世
一
一
振
上
其
ノ
徳
ハ
剛
健
其
ノ
行
ハ
仁
孝
一
一
シ
テ
自
ラ
聰
明
ノ
天
資
ヲ
備
へ

夙
二
襟
ヲ
虚
ク
シ
テ
道
ヲ
師
傅
二
間
上
深
ク
恩
ヲ
帝
王
ノ
學
二
潜
〆
以
テ
航
程
ノ
基
ヲ
固
〆
億
兆
ノ
望
二
副
ヒ
ク
マ
フ
正
一
一
國
蓮

隆
昌
ノ
日
一
一
際
シ
賞
一
一
皇
威
發
揚
ノ
時
二
賞
ル
乃
チ
臺
趨
樺
太
朝
鮮
ノ
新
版
圖
早
ク
皇
化
一
一
浴
シ
近
ク
支
那
ト
ハ
密
接
ノ
交

際
ヲ
保
チ
遠
ク
英
露
佛
ト
ハ
特
殊
ノ
關
係
ヲ
結
ピ
テ
宇
内
寓
國
ハ
仰
曠
ス
維
レ
此
ノ
時
大
正
五
年
十
一
月
一
一
一
日
ノ
吉
ヲ
ト
シ
テ
千

代
田
ノ
宮
城
一
一
ハ
立
太
子
禮
ヲ
行
ハ
セ
ラ
ル
殿
下
ハ
菊
花
ノ
章
ノ
金
轄
一
一
乗
り
高
輪
ノ
宮
ヲ
出
デ
サ
セ
皇
太
子
旗
ヲ
先
頭
一
一

赫
狩
ク
ル

歯
簿
粛
々
ト
シ
テ
入
朝
シ
タ
マ
ヘ
パ
乃
チ
賢
所
大
前
ノ
儀
行
ハ
セ
ラ
レ
テ
玉
冊
下
授
親
ラ
寶
劒
壷
切
ラ
傳
ヘ
グ
マ
ヒ
テ
大
禮

錐
し
厳
ナ
リ
古
一
一
曰
ク
慶
ハ
一
人
一
一
由
り
萬
國
喜
ピ
ヲ
ナ
ス
ト
鳴
呼

皇
上
ノ
限
リ
ナ
キ
聖
恩
一
一
浴
シ
テ
太
平
ヲ
誕
歌
シ
更
二
異
日
ノ
太
平

天
子
ヲ
躯
歌
ス
極
天
極
地
マ
リ
此
ノ
如
キ
光
榮
ア
ラ
ム
ャ

本
校
ハ
畏
二
護
ミ
テ
式
典
ヲ
墨
グ
職
員
生
徒
恭
シ
ク

天
皇
陛
下

皇
后
陛
下
皇
太
子
殿
下
ノ
聖
影
ヲ
拝
シ
テ
聖
緒
ノ
彌
堅
ク
皇
業
ノ
益
盛
ナ
ル
ヲ
奉
覗
ス
願
レ
バ
欧
洲
ノ
室
ハ
戦
塵
張
り

戦
雲
尚
收
マ
ラ
ザ
ル
ニ
某
等
ハ
絃
ノ
無
限
ノ
幅
祉
一
一
贋
し
り
仲
梱
ハ
中
ヨ
リ
發
シ
テ
榮
懐
ノ
慶
ピ
譽
ヘ
ム
ニ
物
ナ
シ

是
二
於
イ
テ
カ
某
等
ハ
國
艦
ノ
尊
嚴
世
界
一
一
比
ナ
キ
ヲ
感
悟
ス
ル
コ
ト
彌
深
ク
各
自
ラ
琢
磨
埣
勵
シ
テ
國
民
ノ
本
分
ヲ
霊
ク
シ
以

皇
蓮
ヲ
扶
翼
シ
奉
ラ
ム
ノ
願
切
ナ
ル
モ
ノ
ア
リ
感
激
懇
款
ノ
至
二
堪
ヘ
ズ
某
等
誠
憧
誠
恐

テ
天
壌
無
窮
ノ

大
正
五
年
十
一
月
三
日
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